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そ
の
後
、
大
浜
町
を
は
じ
め
と
し

た
菊
池
川
河
口
で
の
成
功
に
よ
り
有

明
海
一
帯
に
養
殖
が
広
ま
っ
て
「
有

明
の
り
」
の
誕
生
に
つ
な
が
り
、「
の

り
養
殖
の
父
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
き
あ
が
っ
た
海
苔
は
「
玉
名
の

り
」
と
し
て
東
京
・
大
阪
へ
出
荷
さ

れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
昭
和
13

年
に
は
、
海
苔
養
殖
の
指
導
を
受
け

た
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
浜
小
学
校
正

門
前
に
感
恩
碑
が
建
立
さ
れ
、
現
在

は
大
浜
漁
協
の
一
角
に
移
さ
れ
て
い

ま
す
。
海
苔
養
殖
・
加
工
は
、
現
在

も
玉
名
の
大
事
な
産
業
と
し
て
多
く

の
人
が
働
い
て
い
ま
す
。

有明海
の

苔
り

養殖発祥の地・舟屋（跡）

“ 大浜町の歴史を伝える広場 ”誕生

大
浜
小
の
教
え
子
と
菊
池
川

河
口
で
海の

苔り

養
殖
に
挑
戦

有
明
海
の
海
苔
養
殖
の
礎
を
築
く

　
早は

や
野の

義ぎ

章し
ょ
うは

、
大
浜
町
で
文
久
２

年
（
１
８
６
２
）
に
生
ま
れ
、
若
く

し
て
東
京
に
出
て
学
び
ま
し
た
。
明

治
13
年
、
18
歳
で
大
浜
小
学
校
に
奉

職
す
る
と
６
年
後
に
は
校
長
に
就
任

し
、
大
浜
町
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
努
め
ま
す
。

　
江
戸
時
代
は
菊
池
川
流
域
の
玄
関

口
と
し
て
廻
船
問
屋
な
ど
が
軒
を
連

ね
船
運
で
栄
え
た
大
浜
町
も
、
こ
の

頃
に
は
鉄
道
輸
送
や
通
信
手
段
の
発

達
に
よ
っ
て
か
つ
て
の
賑
わ
い
は
み

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
早
野

は
教
育
者
と
し
て
教
え
子
の
家
庭
の

困
窮
ぶ
り
に
心
を
痛
め
、
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
た
め
の
海
を
生
か
し
た

産
業
振
興
を
模
索
。
か
つ
て
見
た
海

苔
の
養
殖
を
熱
心
に
説
い
た
も
の

の
、
耳
を
傾
け
る
も
の
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
手
本
を
示

す
た
め
に
教
職
を
辞
し
、
私
財
を
投

じ
て
海
苔
養
殖
の
研
究
を
開
始
。
明

治
34
年
に
は
県
の
海
苔
試
験
場
を
大

浜
町
に
誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
す
る

な
ど
、
生
涯
を
通
し
て
海
苔
養
殖
の

振
興
に
奔
走
し
ま
し
た
。

菊池川河口では、古くから羽
は

瀬
ぜ

や岩
に付着した海苔を「寒

かん

海
の

苔
り

」として
食されていました。大浜町は、明治
7年福

ふく

島
しま

万
まん

年
ねん

、木
きの

下
した

助
すけ

之
ゆき

などが、海
苔養殖を試みた所で、有明海の海苔
養殖の発祥地ともいわれています。

海苔試験場

　
　
教
え
子
家
庭
の

　
　
　
困
窮
を
救
う
た
め
奔
走
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平田舟

千石船

←

←

▲村
むら
上
かみ
敬
きょう
治
じ
さん（68歳 , 大浜町）製作の模型

早野義章墓

大浜町の歴史と文化を伝承する会

戸
と

嵜
さき

孝
たか

行
ゆき

さん（67 歳 , 大浜町）

早野家は江戸時代に問
屋として財を成し、子
どももいなかったので
私財をなげうって海苔
養殖に打ち込むことが
できたのです。

海
苔
養
殖
の
父

　
早
野
義
章

　菊池川流域でとれた米の積み出し港として発展、栄えた大浜町。
大浜橋下流の川辺には、俵ころがしや米を運んできた平田舟が出

入りする舟
ふな
屋
や
がありました。明治に入ると、その場所は

早野義章たちの努力の結果、有明海苔養殖発祥の地に。
　　この場所は菊池川堤防拡張工事のため大きく姿を
変えましたが、平成30年３月、地域の歴史を伝え、
また川の生き物たちを紹介するための解説パ
ネルを設置した広場が設けられました。
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